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第
七
三
回
定
期
全
国
大
会
が
八
月
三
〇
〜
三

一
日
、
第
一
九
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会
が
九

月
一
六
〜
一
七
日
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
各
級
機
関
大
会
に
お
け
る
討
論
の
集

中
点
は
、
一
昨
年
一
二
月
の
最
高
裁
判
決
後
の

取
り
組
み
、
取
り
分
け
昨
年
秋
か
ら
年
末
に
か

け
取
り
組
ん
だ
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
成
果

と
教
訓
の
総
括
か
ら
、
い
か
に
今
後
の
闘
い
を

展
望
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
四
月
二
五
日
に
起

き
た
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
列
車
脱
線
転
覆
事
故
」
を
、

労
働
組
合
の
立
場
か
ら
受
け
止
め
、
安
全
安
定

輸
送
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
の
か
と
い
っ
た
点
に
集
中
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
職
場
に
お
け
る
情
勢
の
変
化

を
今
一
度
検
証
し
合
い
、
総
括
を
深
め
合
う
中

か
ら
国
労
東
京
地
方
本
部
の
総
団
結
を
勝
ち
取

ろ
う
！

国
労
大
宮
工
場
支
部
は
、
大
宮
駅
の
北
側
に
位

置
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
大
宮
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
（
旧
大
宮
工
場
）
内
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

関
係
は
、
敷
地
一
五
万
五
千
平
米
、
建
屋
七
万
八

千
七
百
平
米
、
検
査
車
両
七
二
九
両
、
社
員
五
〇

四
人
。
ま
た
敷
地
北
側
に
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
・
大
宮

車
両
所
が
あ
り
、
九
一
人
の
社
員
が
働
い
て
い
る
。

業
務
は
、
東
日
本
で
は
八
年
に
一
回
の
全
般
検

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
、
日
常
的

に
は
月
二
回
工
場
門
前
で
の
「
国
労
大
宮
」
の
配

布
行
動
な
ど
も
続
け
て
い
る
。

田
島
委
員
長
は
「
不
採
用
事
件
の
解
決
に
向
け

た
団
体
署
名
が
目
標
を
突
破
し
た
。
財
政
支
援
と

し
て
の
ア
ル
バ
物
資
販
売
に
も
支
部
全
体
で
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
昇
進
和
解
の
協
議
も
進

み
、
明
る
い
兆
し
が
出
て
い
る
。
本
部
に
団
結
し

て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。」
と
決
意
を
述
べ

て
い
る
。

（
国
労
大
宮
工
場
支
部
教
宣
部
長
・
田
代
邦
雄
）

問
題
に
介
入
を
控
え
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
加
え

て
浦
和
電
車
区
事
件
に
端
を
発
し
た
東
労
組
内
部
の

組
織
混
乱
か
ら
、
東
労
組
も
身
動
き
が
取
れ
な
い
で

い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

国
会
を
始
め
世
間
の
一
般
常
識
と
な
っ
た
「
Ｊ
Ｒ
東

労
組
内
部
に
革
マ
ル
派
の
影
響
が
深
く
浸
透
し
て
い

る
」
と
い
う
世
論
に
、
会
社
も
東
労
組
に
対
す
る
距

離
を
否
応
無
し
に
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

「
分
割
・
民
営
」
化
以
降
続
け
て
き
た
攻
撃
が
出

来
な
い
情
勢
に
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
私

た
ち
自
身
が
勇
気
を
持
っ
て
仲
間
に
国
労
加
入
を
強

く
呼
び
か
け
よ
う
。

国
鉄
時
代
か
ら
の
二
〇
余
年
、
差
別
と
兵
糧
攻
め

に
耐
え
、
職
場
・
仕
事
・
仲
間
を
考
え
、
愚
直
に
働

き
続
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
思
い
を
今
一
度
闘
い
の

力
に
転
化
す
る
と
同
時
に
、
集
中
す
べ
き
山
場
を
全

体
で
認
識
し
、
国
労
東
京
が
一
丸
と
な
り
全
体
の
情

勢
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

職
場
の
他
労
組
の
仲
間
は
、
国
労
組
合
員
か
ら

の
″
国
労
加
入
の
呼
び
か
け
″
を
待
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
芽
に
花
を
咲
か
せ
よ
う
。

移
行
後
の
各
種
事
件
が
解
決
・
和
解
へ
と
動
い
て
き

た
。こ

の
動
き
を
職
場
の
情
勢
と
合
わ
せ
い
か
に
掴
み

取
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
。

査
と
六
〇
万
キ
ロ
又
は
四
年
で
の
要
部
検
査
を
新

世
代
・
旧
世
代
車
両
に
行
っ
て
お
り
、
年
間
七
〇

〇
両
以
上
検
査
し
て
い
る
。
来
年
四
月
か
ら
は
鎌

倉
で
行
っ
て
い
た
特
急
車
両
も
入
っ
て
く
る
。
不

安
な
点
は
、
協
力
会
社
へ
の
業
務
委
託
拡
大
に
よ

り
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る
点
。
貨
物
で
は
六
年

に
一
回
の
全
般
検
査
を
含
め
五
〇
両
程
実
施
し
て

い
る
。
課
題
は
所
長
も
認
め
る
よ
う
に
、
技
術
力

の
継
承
。

支
部
は
、
五
分
会
七
五
人
で
組
織
さ
れ
、
貨
物

会
社
に
出
向
者
が
六
名
い
る
。
月
一
回
の
執
行
委

員
会
・
分
会
長
会
議
を
開
催
し
意
思
統
一
を
行
う

が
、
様
々
な
報
告
は
職
場
の
特
性
も
あ
り
、
な
る

べ
く
多
く
の
組
合
員
が
参
加
で
き
る
昼
休
み
に
開

催
し
、
出
席
率
は
八
〇
％
近
い
。
年
間
行
事
と
し

て
は
、
家
族
を
含
め
た
旗
開
き
か
ら
始
ま
り
、
二

月
は
支
部
委
員
会
と
学
習
会
、
三
月
に
は
春
闘
標

語
の
募
集
（
毎
年
五
〇
人
以
上
が
参
加
し
七
〇
篇

程
応
募
が
あ
る
）
や
組
合
事
務
所
の
周
り
で
ワ
イ

ワ
イ
行
う
団
結
ダ
ー
ツ
大
会
や
輪
投
げ
大
会
、
更

に
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、
地
域
の
仲
間
と
の
春
闘
行

動
、
そ
し
て
組
織
拡
大
対
話
促
進
月
間
の
設
定
、

五
月
は
分
会
三
役
と
の
意
思
統
一
の
上
で
団
体
署

名
行
動
な
ど
を
取
り
組
み
、
目
標
の
一
〇
〇
団
体

昨
年
一
〇
月
の
第
五
五
回
定
期
地
方
大
会
を
前
後

し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
の
配
属
差
別
一
三
事
件
の
和

解
、
年
末
に
か
け
Ｊ
Ｒ
発
足
後
の
差
別
職
場
の
代
名

詞
と
も
言
わ
れ
て
き
た
「
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
職
場
の

縮
小
と
元
系
統
を
中
心
と
し
た
職
場
復
帰
、
更
に
、

究
極
の
不
当
労
働
行
為
と
言
わ
れ
る
「
昇
進
差
別
」

事
件
の
和
解
作
業
が
年
末
か
ら
一
気
に
加
速
し
、
今

年
九
月
末
ま
で
の
期
間
に
中
央
労
働
委
員
会
を
舞
台

に
、
一
三
回
の
協
議
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
二
月
に
は
横
浜
人
活
事
件
の
解
決
、
八
月
に

は
鶴
見
駅
解
雇
・
配
転
事
件
の
和
解
成
立
と
、
Ｊ
Ｒ

執
行
部
の
皆
さ
ん

昼
休
み
集
会

二
〇
年
以
上
の
国
労
差
別
政
策
が
続
け
ら
れ
て
き

た
今
日
、
私
た
ち
の
気
持
ち
の
中
に
「
解
決
・
和
解

が
成
立
し
て
も
、
職
場
内
で
の
自
分
の
位
置
は
何
に

も
変
わ
っ
て
い
な
い
」「
差
別
は
実
在
す
る
し
会
社

の
姿
勢
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
感
情
が

ま
ず
始
め
に
表
面
に
出
て
し
ま
う
こ
と
は
ご
く
自
然

な
こ
と
と
言
え
る
。
こ
の
事
は
大
会
に
お
け
る
仲
間

の
発
言
か
ら
も
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
受
け
止
め
る
こ
と

が
出
来
る
。

一
方
、
職
場
に
お
け
る
会
社
の
対
応
の
変
化
、
駅

職
場
に
お
け
る
教
育
に
国
労
組
合
員
も
入
れ
て
行
う

よ
う
に
な
っ
た
等
、「
変
化
」
を
報
告
す
る
発
言
も

少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
一
年
間
の
動
き
を
以
前
の
動
き
と
比
較
し
、

職
場
に
お
け
る
会
社
の
言
動
、
対
応
な
ど
を
つ
ぶ
さ

に
掴
み
取
る
こ
と
が
よ
り
大
切
な
時
期
に
き
て
い

る
。注

目
す
べ
き
は
中
央
労
働
委
員
会
を
舞
台
に
進
め

ら
れ
て
い
る
、「
昇
進
差
別
」
事
件
の
和
解
動
向
と

言
え
る
。

試
験
制
度
導
入
以
降
毎
年
四
月
か
ら
一
〇
月
に
か

け
、
組
織
脱
退
の
動
き
が
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

今
年
度
は
東
日
本
の
全
管
内
で
こ
の
動
き
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
事
は
少
な
く
と
も
、
会
社
が
労
労
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第
三
三
回
国
労
東
京
委
員
長
杯
争
奪
軟
式
野

球
大
会
は
、
八
月
四
日
に
第
一
日
目
、
九
月
一

日
に
準
決
勝
・
三
位
決
定
戦
・
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
横
浜
支
部
Ａ
チ
ー
ム
が
、
一
九
九
二
年
の

第
二
〇
回
大
会
以
来
実
に
一
三
年
ぶ
り
に
優
勝

し
た
。
準
優
勝
し
た
八
王
子
チ
ー
ム
が
優
勝
す

れ
ば
、
何
と
一
九
八
七
年
の
分
割
・
民
営
化
以

来
一
八
年
ぶ
り
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
だ
け
に
、

白
熱
し
た
好
試
合
と
な
っ
た
。
第
三
位
は
、
勝

っ
て
お
い
し
い
酒
が
飲
み
た
い
と
の
意
地
に
よ

り
？
上
野
支
部
チ
ー
ム
が
逆
転
し
て
横
浜
支
部

Ｂ
チ
ー
ム
を
退
け
た
。

今
回
の
大
会
は
、
一
人
の
け
が
人
を
出
し
た
が
、

総
じ
て
天
候
に
も
恵
ま
れ
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
会
に
あ
た
っ
て
準
備
を
担
当
さ

れ
た
横
浜
支
部
、
い
つ
も
厳
し
く
も
愛
情
溢
れ
る

審
判
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
労
東
京
審
判
団

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

【
結
果
】

優
　
勝
　
横
浜
支
部
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
八
王
子
支
部
チ
ー
ム

第
三
位
　
上
野
支
部
チ
ー
ム

第
四
位
　
横
浜
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

最
高
殊
勲
選
手
賞
　
酒
井
英
明
（
横
浜
支
部
Ａ
）

最
優
秀
投
手
賞
　
　
杉
沢
武
美
（
横
浜
支
部
Ａ
）

敢
闘
賞
　
　
　
　
　
内
藤
栄
三
（
八
王
子
支
部
）

打
撃
賞
　
　
　
　
　
石
川
慎
二
（
上
野
支
部
）

と
で
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
持
ち
帰

り
、
支
部
毎
に
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
な
り
、
サ
ッ

カ
ー
同
好
会
と
し
て
継
続
開
催
さ
れ
て
き
た
。

一
九
九
四
年
に
は
東
京
地
本
の
主
催
と
な
り
、

一
二
月
一
六
日
に
第
一
回
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
埼
玉

県
の
三
芳
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
約
一
二

年
、
参
加
チ
ー
ム
も
増
え
一
定
の
広
が
り
も
み
せ
、

組
合
員
の
親
睦
を
図
る
と
い
う
目
的
も
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

今
回
で
地
本
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
休
止
と
な
る

こ
と
か
ら
、
開
会
式
で
は
阿
部
委
員
長
と
宮
�

教
宣
部
長
、
同
好
会
の
小
宮
山
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。
参
加
さ
れ

た
支
部
や
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
、
大
変
御
苦
労
様

で
し
た
。

な
お
今
後
も
、
八
王
子
、

新
橋
、
大
井
・
大
船
工
場

支
部
チ
ー
ム
は
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
る
と
の
こ
と
。

〈
優
　
勝
〉

横
浜
支
部
チ
ー
ム

〈
準
優
勝
〉

上
野
・
五
支
部
チ
ー
ム

台
風
一
四
号
が
接

近
し
小
雨
の
降
る
中
、

第
二
五
回
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
駒
沢
運
動
公

園
補
助
競
技
場
で
開

催
さ
れ
た
。

横
浜
チ
ー
ム
の
準

備
の
た
め
、
雨
も
想

定
内
と
の
声
も
あ
っ

た
が
、
改
装
さ
れ
た

競
技
場
は
、
人
工
芝

が
敷
き
詰
め
ら
れ
着

替
え
室
や
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
ま
で
あ
る
本

格
的
な
も
の
で
、
グ

ラ
ン
ド
状
態
が
良
好

な
た
め
、
試
合
開
始

と
な
っ
た
。

こ
の
サ
ッ
カ
ー
大

会
は
、
そ
も
そ
も
八

王
子
支
部
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
八
王
子

と
そ
の
他
の
チ
ー
ム

で
の
対
戦
と
い
う
こ

大会を支えた国労東京審判団の皆さん

第三位の上野支部チーム 準優勝の八王子支部チーム 優勝の横浜支部Ａチーム

新
橋
支
部
チ
ー
ム

第四位の横浜支部Ｂチーム

八
王
子
支
部
チ
ー
ム

上
野
・
五
支
部
チ
ー
ム

横
浜
支
部
チ
ー
ム

大
井
・
大
船
工
場
支
部
チ
ー
ム


